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・注釈文の訓読・注は労作であるが、現代語訳もあるほうがより解釈が明確になるとの指摘
に対して、注釈文の確定とその意味内容は訓読注でほぼ達成できたと考えている。しかし綿
密な考察は現代語訳が必須であるとの考えは十分理解できると応答があった。 
 
口述試問終了後、主査・副査の合議の結果、「これまで何人も本格的に取り組まなかった唐
代導江県令韋諗撰『注大般涅槃経』の研究に取り組み、著者の活躍年代と本書の成立年代の
解明に光を当てた点は評価される。」また韋諗の思想的傾向について「唐代の『涅槃経』研究、
特に士大夫が公務の傍ら仏教研究に専念し三十巻の注釈書を完成した事実を明らかにしたこ
とは大きな業績である。」「重要文化財に指定されている文献を調査しその文献学的整理を行
ったことは評価に値する。」「先行研究が僅か一篇である研究環境において著者韋諗の思想的
特徴の解明に一定の方向性をつけたことは大いに評価できる点である。このような論考は先
駆的・意欲的研究であり、今後の学問的進展も大いに期待される」といった高い評価を受け
た。その結果、本提出論文を課程博士論文として認定することを主査・副査全会一致で承認
した。 
よって本審査委員会は、本論文が博士（文学）の学位に相当すると認定するものである。 
 
 
 
 
